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賛成：○　反対：×　継続審査：△（請願・陳情のみ）　（注）賛否状況は全て案件に対する各議員の賛否状況を記載しています。

議長裁決
○

議 長

永
井 

　章

荒
井 

秀
行

景
山 

　憲

加
藤 

文
治

吉
井 

　巧

松
本 

晶
彦

伊
藤 

康
弘

米
村 

一
三

岡
空 

研
二

森
岡 

俊
夫

平
松 

謙
治

柊

　

 

康
弘

田
口 

俊
介

足
田 

法
行

安
田 

共
子

きょうどう 境港市議会公明党議員団自由未来 無所属

賛　　否　　状　　況

　境港市議会では、5 月 30 日に臨時会が開かれ、続いて 6 月 7 日から 22 日間の会期で 6

月定例会が開かれました。6 月定例会では「令和 4 年度境港市一般会計補正予算（第２号）」、

「境港市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用等についての市費負担

に関する条例の一部改正」など条例 6 議案および「市道の路線の認定について」などその他

2 議案、「固定資産評価審査委員会委員の選任について」など人事 2 議案が上程されました。

審議、採決の結果、議案はすべて原案のとおり可決されました。

　また、「陳情書等の電子的提出についての陳情」など陳情 4 件のうち 2 件は採択、1 件は

不採択、1 件は閉会中の継続審査となりました。

　その他、「令和 4 年度境港市一般会計補正予算（第 2 号）に対する附帯決議」など委員会

提出議案 2 件が原案のとおり可決されました。

　議決結果は P2、3 に掲載しています。また市議会ホームページでもご覧いただけます。

一般会計補正予算から主な事業を P4 で紹介します。

　本会議に上程された主な議案や請願・陳情は、会期中に開催される各委員会に付託され審
議されます。委員会には、常任委員会（予算委員会、総務民教委員会、経済厚生委員会）と、
議会運営委員会及び３つの特別委員会があり、今回は、常任委員会での協議内容の一部を紹
介いたします。

■予算委員会
社会保障・税番号システムの運用事業の効果について
　マイナンバーカード交付の現状とメリットについて質疑があり、国の施策について反対の
　意見がありました。
体育施設管理費の補正予算・スポーツ広場の乗用型芝刈り機の更新事業について
　「芝刈り機のメンテナンスなどのあり方」について議員間討議を行い、メンテナンスの考
　え方など今後の方向性について報告を受けることを確認しました。
 
■総務民教委員会
請願　境港市民体育館に空調（エアコン）の導入に関する請願書について
　山陰１２市の市立体育館の空調設備の状況や本市小中学校体育館の現状調査にもとづき、
　議員間討議を実施、今後の公共施設整備に係る課題など議会として引き続き調査研究する
　必要があると確認しました。本会議での採決では可否同数となり、議長裁決により採択と
　なり市長送付となりました。　

■経済厚生委員会
「境港市公共下水道事業の設置等に関する条例」の制定について
　この議案は、令和 5 年度から公営企業会計へ移行するために必要な事項を定めるものであ
　り、委員からは、公営企業会計になり赤字を極力少なくするため、民間委託も１つの手法
　として考慮すべきとの意見がありました。

5 月臨時会・6月定例会（議決結果）令和4年

委員会での質疑・意見

令和 4年 9月定例会（議決結果・補正予算）

9 月定例会（議決結果・令和 4年度補正予算）9月定例会（議決結果・令和 4年度補正予算）

　境港市議会では、9 月 6 日から 24 日間の会期で 9 月定例会が開かれました。「教育委員

会教育長の任命について」など人事 6 議案、「令和 4 年度境港市一般会計補正予算（第 3 号）」

など予算 5 議案、「境港市税条例等の一部を改正する条例制定について」など条例 6 議案、

および、その他「工事請負契約の締結について」1 議案が上程されました。審議、採決の結果、

議案はすべて原案のとおり可決されました。また、上程された「令和 3 年度境港市一般会計

歳入歳出決算の認定について」など決算 9 議案は、決算審査特別委員会に付託され、閉会中

の継続審査となりました。

　提出された「境港市民体育館に空調（エアコン）の導入に関する請願書」など請願 2 件は

採択、「地方財政の充実・強化を求める陳情」と継続審査中の陳情を含む 2 件も採択となり

ました。その他、委員会提出議案 4 件が原案の通り可決されました。

　議決結果は、市議会ホームページでもご覧いただけます。一般会計補正予算から主な事業

を P4 で紹介します。

令和 4年

22022 年11月／境港市議会　議会だより　第27号



※このほか報告が2件ありました。

第52号

第53号

第54号

第55号

第56号

第57号

第58号

第59号

第60号

第67号

第61号

第62号

第63号

第64号

第65号

第66号

第68号

第70号

第71号

第72号

第73号

第74号

第75号

第76号

第77号

第78号

第3号

第4号

第5号

第6号

第2号

第4号

第7号

教育委員会教育長の任命について

教育委員会委員の任命について

公平委員会委員の選任について

職員懲戒審査委員会委員の任命について

職員懲戒審査委員会委員の任命について

人権擁護委員候補者の推薦について

令和４年度境港市一般会計補正予算（第３号）

令和４年度境港市下水道事業費特別会計補正予算（第１号）

令和４年度境港市介護保険費特別会計補正予算（第１号）

令和４年度境港市一般会計補正予算（第４号）

境港市税条例等の一部を改正する条例制定について

境港市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について

境港市職員の勤務時間、休憩時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例制定について

境港市職員の福祉制度に関する条例の一部を改正する条例制定について

境港市手数料条例の一部を改正する条例制定について

境港市公共下水道事業の設置等に関する条例制定について

工事請負契約の締結について【境港市清掃センター解体工事】

令和３年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市国民健康保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市駐車場費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市下水道事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市高齢者住宅整備資金貸付事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市介護保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市土地区画整理費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市市場事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度境港市後期高齢者医療費特別会計歳入歳出決算の認定について

会計年度任用職員の処遇改善に向けた法改正と雇用安定を求める意見書の提出について

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

国の「水田活用直接支払交付金」の見直しの白紙撤回を求める意見書の提出について

境港市議会会議規則の一部を改正する規則制定について

会計年度任用職員の処遇改善に向けた法改正と雇用安定を求める請願

国の「水田活用直接支払交付金」の見直しの白紙撤回を求める陳情

地方財政の充実・強化を求める陳情

区　　分

市

長

提

出

議

案

予 算市長提出議案

その他

人

　
　事

予

　
　算

条

　
　
　例

決

　
　
　
　
　
　算

委 員 会

提出議案

番 号 案　　　　件　　　　名 議決結果

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

推薦に同意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採　　択
意見書提出
採　　択
意見書提出
採　　択
意見書提出

令和４年9月定例会　議決結果一覧表【全会一致で議決したもの】

令和４年９月定例会　議決結果一覧表【賛否の分かれたもの】

第69号 令和４年度境港市一般会計補正予算（第５号）

境港市民体育館に空調（エアコン）の導入に関する請願書請　　願 第1号

区　　分

請　願

陳　情

番 号 案　　　　件　　　　名 議決結果

採　　択
市長送付

原案可決

令和 4年 9月定例会（議決結果・補正予算）
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令和４年度一般会計補正予算令和４年度一般会計補正予算

令和 4年 9月定例会（議決結果・補正予算）

境港市事業者
価格高騰対策支援金

戸籍事務システム運用事業

空家除去支援事業補助金

燃油、原材料などの価格高騰の影響を受け、

収益が圧迫されている市内事業者に対して、

市独自の支援金を給付し、事業継続を支援する。

戸籍法改正により、本籍地以外での

戸籍謄抄本の発行が可能となることから、

システム改修などに係る経費を増額補正する。

将来特定空家となる可能性のある

空家の除去費用の一部を補助する。

3,382 万円

1,079 万円

900万円

がんばる農家プラン
事業費補助金

光熱費高騰に係る
生活困窮世帯支援事業

小規模発電設備等
導入推進事業補助金

274 万円

928万円

281万円

認定農業者などが規模拡大や効率化のため

作成した経営改善計画の達成に向けた

取り組みに必要な経費の一部を助成する。

原油価格高騰などにより深刻な影響を受けている

生活保護受給世帯や児童扶養手当など受給世帯へ

光熱費として１世帯あたり 14,000 円を支給する。

環境に対する意識の高まり、電気代の高騰

などにより申請件数が見込みを上回り、

不足分を増額補正する。
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市政を問う
議員12人が一般質問を行いました。

【一口メモ】

議事録は議会事務局やホームページで閲覧できます。

ページ 質問事項 質問議員

一般質問には、所属する会派を代表して行う「代表質問」（境港市議会では3人以上の

会派のみ）と、議員個人の立場・観点で行う「各個質問」があります。

議会だよりの質問ページは、質問を行った1議員については最大1ページとしています

が、上記の「代表質問」と「各個質問」では性質や質問時間が異なるため、「代表質問」

を行う場合は会派内でページ配分をしています。

各議員は掲載した以外にも質問をしていますが、議会だよりでは、スペースの都合

上、議員本人が質問と答弁を要約しています。

９月議会はすべて各個質問です。　

①砂浜に打ち上げられたゴミについて

②水木しげる記念館再整備事業について

①鳥取県済生会境港総合病院について

②リニューアルオープンした市民図書館について

①市道の維持管理・雨水排水路の維持管理又は新設、橋梁の維持管理について

②毎年度出されている国・県要望について

①市内循環バス「はまるーぷバス」について

②自助・共助（地震、津波、風水害への備え、避難所他）と災害時の避難場所の見直しについて

①移住定住促進と空き家の利活用について

②母子保健施策について

③指定ごみ袋の活用について

①都市計画マスタープランについて

②市内の交通維持について

①市政に関係する方々の賃金について

②スポーツ広場の業務委託契約について

①市民交流センターについて

②学校教育について

①市民の教育と文化の発展に寄与する市民図書館について

②核兵器禁止条約について～核兵器のない平和で公正な世界に向けて

③統一協会関連団体との関与について

①次世代投資のための子育て・教育支援の取り組みについて

②公共施設の急がれる老朽対策について

①公共工事のあり方（パート２）について

②インボイス制度による市内経済への影響について

①水木しげる記念館再整備事業について

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

加藤　文治

米村　一三

景山　　憲

松本　晶彦

田口　俊介

伊藤　康弘

平松　謙治

吉井　　巧

安田　共子

足田　法行

森岡　俊夫

柊　　康弘

一 般 質 問
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各 個 質 問

砂浜に打ち上げられた
ゴミについて

ＤＢＯ方式を
採用してよしとするか

2025 大阪万博に合わせ建て替えが待たれる

水木しげる記念館

加藤　文治　議員加藤　文治　議員

会派　自由未来会派　自由未来

【
加
藤
】
９
月
４
日
日

曜
日
に
、
美
保
湾
展
望

駐
車
場
付
近
の
砂
浜

に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
が
無
数
に
打
ち
上
げ

ら
れ
て
い
た
が
、
本
市
、

米
子
市
、
西
部
総
合
事

務
所
、
境
港
管
理
組
合
、

な
ど
の
行
政
間
連
携
で

即
座
に
回
収
で
き
る

体
制
を
構
築
で
き
な
い

か
。

【
市
長
】
例
年
、
６
月

か
ら
11
月
の
間
の
週
２

回
か
ら
３
回
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ナ
ー
と
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

清
掃
を
実
施
し
て
い

る
。
本
市
と
鳥
取
県
が

一
体
と
な
っ
て
漂
着
ご

み
の
回
収
を
行
う
体
制

を
構
築
し
て
い
る
。

【
加
藤
】
日
に
よ
っ
て

ご
み
の
量
は
変
化
し
て

お
り
、
漂
着
し
た
日
に

回
収
す
る
即
応
体
制
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
市

長
は
台
風
の
後
、
砂
浜

の
状
況
を
確
認
さ
れ
た

か
。

【
市
長
】
公
共
マ
リ
ー

ナ
は
見
た
が
、
砂
浜
ま

で
は
見
て
い
な
い
。
た

だ
し
、
担
当
か
ら
状
況

報
告
を
受
け
て
い
る
。

９月７日午後６時時点での砂浜状況

点在するペットボトルやプラスチックごみ

市長
メリットがあり

ＤＢＯ方式の採用を決めた

通常の海浜清掃業務で、ほぼ

回収を終えた
市長

©️水木プロ

【
加
藤
】
水
木
し
げ
る

記
念
館
再
整
備
事
業

が
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
（
公

設
民
営
で
行
う
公
共
事

業
の
手
法
の
１
つ
）
で

水
木
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

と
協
議
を
進
め
て
い

る
。
災
害
現
場
の
迅
速

な
復
興
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
の
国
家
的
事
業

の
早
急
な
施
設
整
備
な

ど
、
大
き
な
社
会
的
要

請
の
中
で
、
本
格
的
な

設
計
・
施
工
一
括
発
注

方
式
の
採
用
が
検
討
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
民
間
工
事
と
公
共

工
事
の
最
も
大
き
な
違

い
の
１
つ
は
、
建
設
資

金
が
自
己
資
金
か
税
金

か
と
い
う
違
い
が
あ

り
、
公
共
工
事
に
は
、

公
正
性
・
透
明
性
が
厳

し
く
求
め
ら
れ
る
。
水

木
し
げ
る
記
念
館
再
整

備
事
業
は
、
こ
の
原
則

が
損
な
わ
れ
る
と
思
う

が
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採

用
し
て
よ
い
と
思
わ
れ

て
い
る
の
か
。

【
市
長
】
水
木
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
の
意
向
に
沿

え
る
こ
と
、
市
に
と
っ

て
も
た
い
へ
ん
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
の

採
用
を
決
め
た
。
事
業

者
選
定
の
提
案
提
出
を

９
月
15
日
付
で
通
知
し

た
。
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各 個 質 問

米村　一三　議員米村　一三　議員

会派　きょうどう会派　きょうどう

病院建て替え構想の
取り組み状況は

８月に、新病院基本構想の

策定業務に着手

こ
と
を
感
じ
る
。
病
院

の
建
て
替
え
に
つ
い

て
、
鳥
取
県
と
連
携
し

て
働
き
か
け
は
で
き
な

い
か
、
済
生
会
病
院
の

現
況
を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
済
生
会
病
院

で
は
、
８
月
に
新
病
院

基
本
構
想
の
策
定
業
務

に
着
手
さ
れ
、
現
在
、

新
病
院
の
機
能
や
規
模

な
ど
、
基
本
的
な
構
想

に
つ
い
て
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

　

来
年
２
月
に
か
け
て

基
本
構
想
を
、
そ
の
後

３
月
か
ら
８
月
に
基
本

計
画
を
策
定
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
来
年

１
月
に
は
、
院
内
外
の

有
識
者
な
ど
で
組
織
す

る
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
基
本
構
想
の
素

案
を
も
と
に
、
意
見
や

要
望
を
聞
き
、
基
本
構

想
を
固
め
て
い
く
方
針

と
聞
い
て
い
る
。

　

こ
の
検
討
委
員
会
に

は
、
鳥
取
県
や
本
市
に

も
参
加
を
依
頼
す
る
と

の
こ
と
で
、
市
と
し
て

も
、
市
民
の
声
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に

取
り
組
む
。

【
米
村
】
最
近
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど

で
、
済
生
会
境
港
総
合

病
院
を
利
用
す
る
機
会

が
あ
っ
た
。
よ
く
見
る

と
建
物
が
老
朽
化
し
た

新図書館の利用状況や
新たな課題は

中央公園の景色を楽しみながら

読書ができる市民図書館

【
米
村
】
新
し
く
な
っ

た
市
民
図
書
館
が
好
評

だ
。
現
在
の
利
用
状
況

と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
う
か
が
う
。

【
教
育
長
】
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
の
利

用
状
況
は
、
８
月
末
で

入
館
者
数
約
３
万
８
千

人
、
１
日
当
た
り
の
利

用
者
は
７
９
１
人
と
旧

市
民
図
書
館
と
比
較

し
、
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
。
図
書
館
が
主
催

し
た
講
座
や
コ
ン
サ
ー

ト
、
怪
談
会
、
映
画
上

映
会
な
ど
に
は
多
く
の

人
が
集
い
、
学
び
、
交

流
す
る
場
と
し
て
、
よ

い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ

た
。
特
に
、
中
学
生
以

下
の
新
規
登
録
者
数
が

大
き
く
増
加
し
た
。

　

今
後
は
開
館
以
降
に

見
つ
か
っ
た
「
車
椅
子

の
方
の
手
が
届
く
蔵
書

検
索
端
末
が
な
い
」
、

「
視
覚
障
が
い
の
あ
る

方
に
録
音
図
書
を
貸
し

出
す
際
に
ケ
ー
ス
に
点

字
表
示
が
必
要
」
、
「
書

架
の
最
下
段
の
文
庫
本

が
取
り
に
く
い
」
な
ど

の
課
題
に
つ
い
て
改
善

を
進
め
る
と
と
も
に
、

学
校
や
地
域
と
の
連
携

を
進
め
、
「
知
の
拠
点
」

と
し
て
の
図
書
館
の
役

割
を
担
っ
て
い
き
た

い
。

市長

正面玄関方向から見た

鳥取県済生会境港総合病院

教育長
順調な滑り出し、

新たな課題解決に努める
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各 個 質 問

【
景
山
】
予
想
を
上
回

る
大
雨
に
よ
る
雨
水
の

的
確
な
排
水
機
能
が
求

め
ら
れ
る
現
在
、
本
市

の
主
要
な
都
市
排
水
路

で
あ
る
下
ノ
川
の
改
修

に
つ
い
て
は
、
現
在
、

年
次
計
画
で
着
手
し
て

い
る
。
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
最
下
流
部
の
う

ち
、
境
水
道
大
橋
入
口

か
ら
北
側
は
、
令
和
７

年
以
降
の
工
事
予
定
と

う
か
が
っ
て
い
る
。
大

き
な
工
事
に
な
る
も
の

と
考
え
る
が
、
具
体
的

な
完
了
時
期
な
ど
の
見

通
し
に
つ
い
て
う
か
が

う
。

【
市
長
】
国
道
４
３
１

号
線
沿
い
の
下
ノ
川
承

水
路
の
水
路
壁
が
一
部

崩
壊
し
た
た
め
、
令
和

２
年
度
か
ら
改
修
工
事

を
行
っ
て
い
る
。
令
和

６
年
度
を
目
途
に
完
了

し
た
い
。

　

境
水
道
大
橋
に
つ
な

が
る
ラ
ン
プ
ウ
エ
イ
出

口
付
近
か
ら
北
側
の
岬

橋
ま
で
の
区
間
に
つ
い

て
は
、
水
路
壁
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
令
和
７
年
度
か
ら

改
修
工
事
に
着
手
し
、

お
お
む
ね
令
和
10
年
度

を
目
途
に
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

【
景
山
】
県
道
渡
余
子

停
車
場
線
バ
イ
パ
ス
事

業
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、

国
・
県
へ
要
望
し
て
い

る
。
回
答
で
は
、
「
必

要
性
、
事
業
主
体
に
つ

い
て
貴
市
と
協
議
を
し

て
い
く
。
」
と
の
こ
と
。

現
況
で
は
進
展
が
見
ら

れ
な
い
。
こ
の
事
業
は
、

江
島
大
橋
か
ら
の
車
の

流
れ
を
緩
和
し
、
原
発

災
害
時
避
難
の
実
効
性

を
高
め
る
上
で
も
、
さ

ら
に
本
市
の
骨
格
道
路

と
し
て
整
備
が
必
要
で

あ
る
。
早
急
な
整
備
が

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
「
重
点
項
目
」
と

し
て
１
年
で
も
早
い
事

業
化
に
向
け
て
強
力
に

取
り
組
む
必
要
性
が
あ

る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

【
市
長
】
こ
の
バ
イ
パ

ス
整
備
事
業
は
、
渋
滞

解
消
、
原
発
災
害
時
の

実
効
性
を
高
め
る
新
た

な
避
難
道
路
と
し
て
重

要
な
道
路
と
認
識
し
て

い
る
。
圏
域
全
体
の
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能

の
重
要
性
と
必
要
性
の

観
点
か
ら
で
き
る
だ
け

早
期
の
実
現
に
向
け

て
、
引
き
続
き
鳥
取
県

に
対
し
て
要
望
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

下ノ川最下流部改修の
着実な実施を

バイパス整備の
早期事業化へ強化を

国・県要望事項位置図

景山　　憲　議員景山　　憲　議員

会派　自由未来会派　自由未来

市長
令和１０年度を目途に

着実に改修を行う

市長
早期実現に向け引き続き

鳥取県へ要望を行う

下ノ川最下流部の状況
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各 個 質 問

松本　晶彦　議員松本　晶彦　議員

会派　自由未来会派　自由未来

みなとテラスへ
最短コースの設定を

新たなコースを

設定する考えはない
市長

公
民
館
、
市
民
体
育
館
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を

結
ぶ
は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス

の
最
短
コ
ー
ス
の
設
定

は
で
き
な
い
か
。

【
市
長
】
は
ま
る
ー
ぷ

バ
ス
は
市
内
全
域
を

く
ま
な
く
運
行
し
て

い
る
。
最
寄
り
の
バ
ス

停
か
ら
乗
車
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
に
行
く
こ
と
が

可
能
な
の
で
、
新
た
な

コ
ー
ス
を
設
定
す
る
考

え
は
な
い
。

【
松
本
】
定
期
券
は
販

売
日
か
ら
３
カ
月
後
の

日
付
が
押
印
さ
れ
て
い

る
。
事
前
に
購
入
さ
れ

る
場
合
、
使
用
予
定
日

の
印
字
と
そ
の
３
カ
月

後
の
印
字
に
し
て
は
ど

う
か
。

【
産
業
部
長
】
事
前
に
、

ど
の
便
か
ら
購
入
し
た

い
と
い
う
よ
う
な
連
絡

を
も
ら
え
れ
ば
、
バ
ス

の
運
転
手
に
預
け
る
よ

う
な
対
応
は
今
取
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
開
始

日
、
購
入
日
の
ス
タ
ン

プ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
を
調
べ
て

研
究
・
検
討
す
る
。

【
松
本
】
学
校
の
夏
季

休
業
中
、
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
、
市
民
図
書
館

は
、
市
内
の
中
高
生
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
学

校
の
休
業
時
に
学
校
、

災害時の
避難所の運営は

避難所開設当初は

市職員で運営する

避難所の風景

市長

買ったその日から 3 カ月間乗り放題の

はまるーぷバス定期券

©️水木プロ

【
松
本
】
指
定
緊
急
避

難
場
所
、
指
定
避
難
所

と
も
に
収
容
人
員
が
広

く
市
民
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
こ
と
に
加
え
、
災

害
に
よ
る
交
通
マ
ヒ
、

停
電
な
ど
で
長
期
的
に

住
民
が
避
難
を
強
い
ら

れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
運
営
を
し
て

い
く
の
か
。

【
市
長
】
避
難
所
の
開

設
当
初
は
、
市
職
員
が

避
難
所
運
営
に
あ
た
る

が
、
長
期
に
わ
た
る
場

合
は
、
自
治
会
・
自
主

防
災
組
織
・
防
災
士
な

ど
の
協
力
の
も
と
、
早

期
に
避
難
者
に
よ
る
避

難
所
の
自
治
、
自
主
運

営
に
移
行
す
る
。

【
松
本
】
自
主
避
難
さ

れ
た
方
に
非
常
食
の
提

供
は
で
き
な
い
か
。

【
防
災
監
】
50
人
ご
と

の
市
が
備
蓄
し
て
い
る

非
常
食
を
状
況
に
応
じ

て
提
供
す
る
。

【
松
本
】
少
人
数
用
、

高
齢
者
用
、
ア
レ
ル

ギ
ー
用
な
ど
特
別
食
の

対
応
で
き
る
の
か
。

【
防
災
監
】
県
の
リ
ス

ト
に
沿
っ
て
備
蓄
す
る

も
の
を
用
意
す
る
。
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各 個 質 問

低出生体重児の赤ちゃんと、

お母さんのための

「リトルベビーハンドブック」。

全国の自治体で発行・導入が

進んでいます！

リトルベビー
ハンドブックの導入を

県から発行され次第、

対象者に配布したい

【
田
口
】
母
子
健
康
手

帳
の
名
称
変
更
を
。

【
市
長
】
令
和
５
年
度

か
ら
異
な
る
名
称
を
併

記
し
た
い
。

【
田
口
】
電
子
母
子
手

帳
ア
プ
リ
の
現
在
の
活

用
状
況
は
。

【

市

長

】

現

在

は

２
４
４
名
が
登
録
し
て

い
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
じ
、
ア

プ
リ
の
利
便
性
を
伝

え
、
登
録
者
の
増
加
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

【
田
口
】
本
市
で
も
リ

ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
導
入
を
。

【
市
長
】
現
在
、
鳥
取

県
で
は
検
討
中
で
、
発

行
さ
れ
次
第
、
対
象
者

に
配
布
し
た
い
。

指定ごみ袋を
レジ袋に活用しては

市長
先進地の話を聞き、

導入可能性を研究したい

る
取
り
組
み
が
広
が
っ

て
い
る
。
本
市
で
も
同

様
の
取
り
組
み
を
提
案

す
る
。

【
市
長
】
令
和
２
年
７

月
の
レ
ジ
袋
有
料
化
以

降
、
レ
ジ
袋
の
辞
退
率

は
大
幅
に
向
上
し
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
期
待
さ
れ
、
引
き
続

き
啓
発
な
ど
の
取
り
組

み
が
重
要
と
考
え
る
。

指
定
ご
み
袋
を
レ
ジ
袋

の
代
替
と
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

先
行
自
治
体
に
詳
し
い

話
を
う
か
が
う
な
ど
、

導
入
可
能
性
に
つ
い
て

研
究
し
た
い
。

【
田
口
】
空
き
家
バ
ン

ク
に
つ
い
て
、
国
交
省

の
運
用
す
る
全
国
版
の

バ
ン
ク
へ
の
登
録
は
。

【
都
市
整
備
課
長
】
今

後
、
検
討
し
て
み
た
い
。

【
田
口
】
移
住
・
定
住

ガ
イ
ド
に
つ
い
て
、
機

会
を
と
ら
え
て
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
改
善
を
。

【
総
務
部
長
】
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
工
夫
し
て
み

た
い
。
ガ
イ
ド
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て

も
取
り
組
み
た
い
。

【
田
口
】
将
来
的
な
移

住
定
住
部
署
の
一
本
化

へ
の
展
望
は
。

【
市
長
】
職
員
体
制
な

ど
を
考
慮
し
考
え
た

い
。

【
田
口
】
自
治
体
の
指

定
ご
み
袋
を
レ
ジ
袋
の

代
替
品
と
し
て
販
売
す

東京都日野市では、

地元大学生が指定ごみ袋を

リデザインするなど、

産官学の連携での

取り組みが始まりました。

市長

公明党公明党

田口　俊介　議員田口　俊介　議員

さらなる移住定住施策の
取り組みは

総務部長
ガイドのリニューアルに

向けて取り組みたい
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各 個 質 問

将来的な上道駅周辺の
土地利用は

商業施設などの開発誘導は

考えていない

館
な
ど
の
体
育
施
設
が

あ
り
、
市
民
の
利
用
が

多
い
エ
リ
ア
で
も
あ

る
。
さ
ら
な
る
利
便
性

の
向
上
と
し
て
よ
り
人

が
集
ま
り
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
こ
の
エ

リ
ア
に
つ
い
て
見
解
を

う
か
が
う
。

【
市
長
】
上
道
駅
周
辺

の
土
地
利
用
に
関
す
る

方
針
は
境
港
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

も
と
づ
い
て
お
り
、
北

東
部
分
の
市
街
化
区
域

を
一
般
住
宅
地
と
し
て

位
置
づ
け
、
利
便
性
と

快
適
性
を
兼
ね
備
え

た
住
宅
地
の
形
成
を

は
か
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
エ
リ

ア
の
市
街
化
調
整
区
域

に
つ
い
て
は
農
地
と
し

て
位
置
づ
け
、
農
業
の

振
興
と
農
地
の
保
全
を

は
か
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
文
化
ホ
ー
ル
や
市

民
体
育
館
な
ど
の
公
共

施
設
も
あ
る
が
、
現
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
方
針

に
も
と
づ
き
、
今
の
と

こ
ろ
、
住
宅
や
商
業
施

設
な
ど
を
開
発
誘
導
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

【
伊
藤
】
上
道
駅
周
辺

は
商
業
の
開
発
が
進
ん

で
い
な
い
エ
リ
ア
で
あ

る
が
、
徒
歩
５
分
の
と

こ
ろ
に
境
港
市
民
体
育

境線を利用する
市民への支援策は

ＪＲ境港駅と鬼太郎列車

市長

ＪＲ上道駅周辺の様子

会派　自由未来会派　自由未来

伊藤　康弘　議員伊藤　康弘　議員

関係機関と連携して

利用促進を行う
市長

【
伊
藤
】
遠
方
の
高
校

へ
通
っ
て
い
る
高
校
生

の
通
学
費
の
一
部
補
助

制
度
以
外
に
、
市
民
を

対
象
と
し
た
支
援
策
は

あ
る
か
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
境

線
の
利
用
促
進
策
は
あ

る
か
。

【
市
長
】
現
在
、
鳥
取

県
を
は
じ
め
市
町
村
お

よ
び
交
通
事
業
者
で
構

成
す
る
「
み
ん
な
が
乗

り
た
く
な
る
公
共
交
通

利
用
促
進
協
議
会
」
が

公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
の
支

援
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
支
援
策
と
し
て
は
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用

促
進
に
取
り
組
む
こ
と

を
宣
言
さ
れ
た
企
業
へ

の
助
成
や
、
県
民
や
観

光
客
が
列
車
や
バ
ス
に

乗
り
、
車
内
か
ら
の
写

真
な
ど
を
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
投
稿
し
、
参
加

す
る
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、

Ｊ
Ｒ
境
線
を
は
じ
め
と

し
た
公
共
交
通
機
関
の

利
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

©️水木プロ
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各 個 質 問

最低賃金改定に対する対応は

業務委託先などの賃金は

必要に応じて協議
市長

鳥取県の最低賃金

最高の引き上げ額も

全国で２番目に低い水準

機材不良による
負担増への対応は

平松　謙治　議員平松　謙治　議員

会派　きょうどう会派　きょうどう

【
平
松
】
鳥
取
県
の
最

低
賃
金
が
10
月
よ
り
33

円
上
が
る
。
こ
の
よ
う

な
中
、
体
育
施
設
を
指

定
管
理
し
て
い
る
団
体

で
一
部
職
員
の
賃
金

が
、
最
低
賃
金
を
下
回

る
こ
と
が
判
明
し
、
賃

金
を
上
げ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
市
で
は
、
指

定
管
理
や
業
務
委
託
を

受
け
た
団
体
で
働
く
方

の
最
低
賃
金
を
、
把
握

し
て
い
る
か
。
特
に
障

が
い
者
の
雇
用
に
つ
い

て
心
配
す
る
。
現
況
は

ど
う
か
。

【
市
長
】
賃
金
に
つ
い

て
は
、
雇
用
主
で
あ
る

受
託
者
な
ど
が
最
低
賃

金
法
に
も
と
づ
き
、
適

正
に
対
応
す
る
べ
き
も

の
と
考
え
る
。
指
定
管

理
に
お
い
て
は
、
賃
金

水
準
の
変
更
に
と
も
な

い
、
管
理
委
託
料
の
変

更
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
協
定
書
に

も
と
づ
き
協
議
を
行

う
。
市
が
業
務
委
託
し

て
い
る
障
が
い
者
就
労

継
続
支
援
事
業
所
の
場

合
は
、
最
低
賃
金
が
改

定
さ
れ
た
際
に
事
業
者

と
協
議
の
上
、
適
宜
、

変
更
契
約
を
締
結
し
、

対
応
す
る
。

きれいに管理されたスポーツ広場の芝生

【
平
松
】
ス
ポ
ー
ツ
広

場
の
芝
生
部
分
は
、
民

間
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が

業
務
委
託
で
管
理
し
て

い
る
。
今
年
６
月
市

所
有
の
ス
ポ
ー
ツ
ト

ラ
ク
タ
ー
が
壊
れ
、
別

の
機
材
を
借
り
て
対
応

し
て
い
る
。
そ
の
た
め

既
存
の
大
型
集
草
装
置

が
使
え
ず
、
効
率
良
く

作
業
が
行
え
な
い
。
一

般
的
に
業
務
委
託
契
約

は
、
作
業
回
数
を
定
め

て
行
う
が
、
市
か
ら
与

え
ら
れ
た
機
材
が
機
能

せ
ず
、
労
力
が
増
え
た

場
合
に
契
約
金
の
補
填

な
ど
契
約
内
容
の
見
直

し
な
ど
で
き
な
い
も
の

か
。

【
教
育
長
】
代
替
機
材

の
大
き
さ
や
集
草
装
置

の
容
量
が
少
な
い
こ
と

で
負
担
が
増
え
る
こ
と

は
理
解
し
て
い
る
。
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
は
、
作

業
時
間
の
増
加
を
求
め

ず
、
可
能
な
範
囲
で
作

業
を
行
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
利
用
に
支
障
が

出
な
い
程
度
の
芝
の
状

態
を
維
持
す
る
た
め
、

作
業
回
数
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
と
市
が
判
断

し
た
場
合
に
は
、
事
前

に
協
議
の
上
、
契
約
内

容
の
見
直
し
を
検
討
し

た
い
。

作業量を増やす必要が

ある場合には協議する
教育長
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各 個 質 問

会派　自由未来会派　自由未来

吉井　　巧　議員吉井　　巧　議員

自習スペースに
会議室の有効利用を

家庭への
通信環境整備支援を

モバイルＷｉ－Ｆｉルーター（イメージ）

市民交流センター（みなとテラス）

自習スペース

【
吉
井
】
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
は
、
７
月
10
日

の
開
館
以
降
、
夏
休
み

も
重
な
り
、
増
設
し
た

自
転
車
小
屋
が
自
転
車

で
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
多

く
の
小
中
学
生
や
高
校

生
が
利
用
し
て
い
た
。

児
童
生
徒
か
ら
は
「
と

て
も
涼
し
く
快
適
で
、

図
書
を
参
考
に
課
題
が

は
か
ど
っ
た
」
「
多
く

の
友
達
に
も
会
え
て
、

夏
休
み
が
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
、
そ
の
名
の

通
り
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
た
。
そ
の
反
面
「
座

る
場
所
が
な
く
利
用
せ

ず
帰
っ
た
」
と
の
声
も

あ
っ
た
。
今
後
、
よ
り

多
く
の
児
童
生
徒
に
利

用
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
夏
休
み
な
ど
長
期

休
業
中
に
合
わ
せ
、
予

約
の
入
っ
て
い
な
い
会

議
室
を
自
習
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
解
放
で
き
な
い

か
。

【
教
育
長
】
学
校
の
長

期
休
業
期
間
中
の
自
習

ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
混
雑

を
緩
和
し
、
会
議
室
の

空
き
時
間
を
有
効
活
用

す
る
た
め
、
自
習
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
と
具
体
的
な

実
施
方
法
を
協
議
し
、

早
け
れ
ば
学
校
の
冬
季

休
業
に
合
わ
せ
実
施
し

た
い
。

【
吉
井
】
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
第
７
波
で

は
、
非
常
に
感
染
力
が

強
く
本
市
で
も
多
く
の

感
染
報
告
が
あ
っ
た
。

教
育
現
場
で
は
、
夏
休

み
期
間
で
あ
り
、
小
中

学
校
で
の
広
が
り
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
各
所

で
感
染
が
拡
大
し
、
公

民
館
も
そ
の
例
外
で
は

な
く
、
休
館
に
な
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
今
後
、

再
び
感
染
が
広
が
り
休

校
な
ど
で
リ
モ
ー
ト
授

業
を
行
う
際
、
公
民
館

が
休
館
、
学
校
へ
も
登

校
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
に
授
業

を
進
め
て
い
く
の
か
。

通
信
環
境
の
有
無
に
よ

り
学
び
に
格
差
が
起
こ

ら
ぬ
よ
う
、
家
庭
の
通

信
環
境
整
備
へ
の
支
援

に
つ
い
て
問
う
。

【
教
育
長
】
通
信
環
境

が
な
い
場
合
で
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
教
科
書

や
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た

家
庭
学
習
の
ほ
か
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
オ
フ

ラ
イ
ン
で
活
用
す
る
こ

と
も
検
討
中
で
、
今
後

は
通
信
環
境
の
有
無
で

学
び
の
格
差
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

ル
ー
タ
ー
の
貸
与
な
ど

通
信
環
境
の
な
い
家
庭

へ
の
支
援
を
検
討
す

る
。

教育長
Ｗｉ－Ｆｉルーター

貸与などの支援を検討

冬休みまでに指定管理者と

協議し実施したい
教育長
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各 個 質 問

世界に広がる

核兵器禁止条約署名・批准国

（広島市ホームページより）

核兵器禁止条約
批准を求めるべき

国で議論する問題

批准求める署名は見送った

【
安
田
】
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
見
解
は
。

【
市
長
】
条
約
は
、
被

爆
者
の
苦
し
み
と
被
害

に
触
れ
、
被
爆
者
な
ど

が
行
っ
て
き
た
努
力
に

言
及
し
、
核
兵
器
に
か

か
る
行
為
を
全
面
的
に

禁
止
し
て
い
る
。
本
市

の
非
核
都
市
宣
言
の
恒

久
平
和
へ
の
願
い
と
核

兵
器
廃
絶
に
通
じ
る
。

　

国
は
国
際
情
勢
や
安

全
保
障
な
ど
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
条
約
批
准

を
見
送
っ
た
と
理
解
す

る
。
今
後
も
国
で
議
論

さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ

り
、
日
本
政
府
な
ど
に

条
約
批
准
を
求
め
る
署

名
へ
の
協
力
は
見
送
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
。

司書に相談しやすい
市民図書館に

職
員
が
館
内
を
回
る
よ

う
に
し
て
は
。

【
教
育
長
】
案
内
を
わ

か
り
や
す
く
掲
示
し
、

職
員
に
声
を
か
け
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
利
用
し

や
す
い
図
書
館
と
な
る

よ
う
努
め
た
い
。

【
安
田
】
司
書
を
確
保

す
る
た
め
、
司
書
資
格

を
も
つ
正
規
職
員
の
枠

を
。

【
市
長
】
今
後
運
営
し

て
い
く
中
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
生

じ
れ
ば
、
改
め
て
正
規

職
員
の
配
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
安
田
】
統
一
協
会
と

の
関
係
は
。

【
市
長
】
こ
れ
ま
で
も
、

今
後
も
関
係
は
持
た
な

い
。
社
会
的
に
問
題
の

あ
る
団
体
の
信
用
を
高

め
る
広
告
塔
の
よ
う
な

こ
と
は
し
な
い
。

【
安
田
】
関
連
団
体
の

調
査
対
象
は
。

【
総
務
部
長
】
さ
ま
ざ

ま
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

参
考
に
１
０
０
以
上
の

団
体
を
調
べ
た
。

【
安
田
】
経
済
困

こ
ん
き
ゅ
う
窮
や

虐
ぎ
ゃ
く
た
い

待
に
宗
教
が
か
ら
む

と
「
相
談
に
乗
れ
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
、
職
員
研
修
を
。

【
総
務
部
長
】
相
談
窓

口
に
適
切
な
対
応
を
指

示
し
た
い
。

【
安
田
】
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス
（
資
料
相

談
）
を
案
内
表
示
し
、

探している資料について

司書・職員に聞いてみよう

市長

統一協会関連団体との
関与、今後は

安田　共子　議員安田　共子　議員

無所属（日本共産党）無所属（日本共産党）

総務部長
100 以上の団体を調査

今後も関係もたない

職員に声をかけやすい

環境づくりに取り組む
教育長
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各 個 質 問

高校を地域づくりの
拠点としては

学校施設更新の
平準化の方向性は

公共施設再編に合わせたまちづくりを

若者のワークグループによる

政策提言に期待

【
足
田
】
高
校
が
な
く

な
る
と
、
人
口
流
出
が

加
速
す
る
。
隠
岐
島
前

高
校
で
は
、
地
域
の
リ

ア
ル
な
課
題
を
教
材
に

し
て
学
び
、
卒
業
生
た

ち
の
Ｕ
タ
ー
ン
率
は
、

10
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

人
口
が
大
き
く
伸
び
て

い
る
。
地
域
の
持
続
可

能
性
を
高
め
る
た
め
に

は
、
高
校
を
教
育
だ
け

で
な
く
、
地
域
づ
く
り
、

人
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
と
ら
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

【
市
長
】
境
港
総
合
技

術
高
等
学
校
で
は
、
ク

ロ
マ
グ
ロ
や
境
港
サ
ー

モ
ン
を
さ
ば
く
実
習
を

行
い
、
さ
ば
い
た
水
産

物
は
、
学
校
給
食
で
使

用
す
る
な
ど
地
産
地

消
、
魚
食
普
及
活
動
を

し
て
い
る
。
境
高
等
学

校
で
は
、
地
域
の
現
状
・

課
題
な
ど
を
学
ぶ
授

業
「
境
考
学
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
昨
年
12

月
に
、
市
内
の
中
高
生

が
、
40
年
後
の
未
来
予

測
を
も
と
に
、
本
市
の

課
題
に
対
し
て
政
策
提

言
を
行
う
「
未
来
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
。

本
年
度
は
大
学
生
、
教

職
員
、
市
役
所
若
手
職

員
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

の
実
施
を
計
画
し
て
い

る
。

【
足
田
】
７
つ
の
小
中

学
校
の
校
舎
が
50
年
以

上
前
、
６
年
間
の
あ
い

だ
に
建
築
さ
れ
て
い

る
。
将
来
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
に
と
も
な

い
、
財
政
が
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
る
が
、

今
後
、
学
校
施
設
更
新

の
平
準
化
は
ど
う
は
か

ら
れ
る
の
か
。

【
教
育
長
】
校
区
審
議

会
か
ら
示
さ
れ
た
最
終

答
申
に
も
と
づ
き
、
小

中
一
貫
校
の
開
設
に
向

け
、
中
学
校
区
ご
と
に

小
学
校
施
設
の
老
朽
化

と
児
童
生
徒
数
の
状
況

を
勘
案
し
て
進
め
る
。

【
足
田
】
市
庁
舎
の
建

て
替
え
に
関
し
て
方
針

を
示
し
て
い
く
べ
き
と

思
う
が
。

【
市
長
】
４
月
に
作
業

部
会
を
設
置
し
、
建
て

替
え
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い

て
検
討
を
始
め
た
。
建

て
替
え
時
期
は
、
財
政

負
担
の
面
か
ら
、
他
の

公
共
施
設
の
大
規
模
改

修
と
重
な
ら
ず
、
基
幹

シ
ス
テ
ム
の
更
新
、
冷

暖
房
設
備
の
更
新
な
ど

を
勘
案
し
、
適
切
な
時

期
に
決
定
し
た
い
。
財

政
負
担
の
備
え
と
し

て
、
計
画
的
な
基
金
へ

の
積
み
立
て
を
考
え
て

い
る
。

教育長
小中一貫校の開設は

状況を勘案して進める

若者たちによる

ワークグループの実施を計画
市長

公明党公明党

足田　法行　議員足田　法行　議員
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各 個 質 問

水木記念館の
随意契約の法的対応は

【
森
岡
】
水
木
記
念
館

再
整
備
事
業
は
、
地
方

自
治
法
の
「
随
意
契
約
」

で
間
違
い
な
い
か
。

逮
捕
さ
れ
た
事
案
も
あ

る
。
分
離
で
き
る
も
の

は
一
般
競
争
入
札
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
副
市
長
】
水
木
プ
ロ

か
ら
、
設
計
・
施
工
・

管
理
運
営
ま
で
す
べ
て

請
け
負
い
、
20
年
で
支

払
う
と
い
う
申
し
入
れ

が
あ
り
、
事
業
化
し
た
。

【
森
岡
】
で
あ
る
な
ら
、

管
理
期
間
５
年
を
20
年

と
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
副
市
長
】
指
定
管
理

条
例
で
５
年
と
い
う
規

定
が
あ
り
、
５
年
を
管

理
期
間
と
し
た
。

【
市
長
】
法
に
も
と
づ

く
随
意
契
約
で
あ
る
。

【
森
岡
】
随
意
契
約
は
、

厳
し
く
制
約
さ
れ
る

が
、
こ
の
事
業
は
本
当

に
法
律
に
違
反
、
抵
触

し
て
い
な
い
の
か
。

【
産
業
部
長
】
契
約
の

相
手
方
が
水
木
プ
ロ
に

特
定
さ
れ
る
の
で
、
施

行
令
第
１
６
７
条
の
２

が
適
用
さ
れ
る
。
顧
問

弁
護
士
や
内
閣
府
に
Ｄ

Ｂ
Ｏ
方
式
を
説
明
し
、

確
認
を
と
っ
た
。

【
森
岡
】
他
県
で
は
受

注
者
を
指
定
し
て
、
官

製
談
合
防
止
法
違
反
で

１３億円かけて建て替えられる

水木しげる記念館

いち早くインボイス制度の
周知徹底を

市長
市の責任として制度の

理解・促進をはかる

インボイス制度の広報パンフレット

会派　きょうどう会派　きょうどう

森岡　俊夫　議員森岡　俊夫　議員

【
森
岡
】
令
和
５
年
10

月
１
日
以
降
、
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
（
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）
が
導

入
さ
れ
る
。
市
内
の
個

人
事
業
者
な
ど
の
零
細

事
業
者
に
も
影
響
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
市
長

の
所
見
を
。

【
市
長
】
消
費
税
は
、

今
後
増
加
し
て
い
く
社

会
保
障
の
財
源
と
し
て

社
会
保
障
の
充
実
・
安

定
化
に
寄
与
し
、
ま
た
、

国
民
全
体
で
広
く
、
公

平
に
分
か
ち
合
う
観
点

か
ら
導
入
さ
れ
る
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。
現

在
、
税
務
署
や
商
工

会
議
所
が
説
明
会
や
相

談
会
を
開
催
し
て
い
る

が
、
こ
の
制
度
に
つ
い

て
、
ま
だ
十
分
に
理
解

が
進
ん
で
い
な
い
状
況

と
認
識
し
て
い
る
。
市

と
し
て
も
、
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

広
く
周
知
し
て
い
く
。

【
森
岡
】
登
録
し
て
い

な
い
こ
と
を
理
由
に

取
引
停
止
や
利
用
さ

れ
な
く
な
る
飲
食
店
な

ど
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
る
。
い
ち
早
く
、
市

内
免
税
事
業
者
へ
の
周

知
徹
底
を
お
願
い
し
た

い
。

【
市
長
】
市
の
責
任
と

し
て
、
こ
の
制
度
の
理

解
・
促
進
を
は
か
っ
て

い
く
。

産業部長
抵触しないか

弁護士・内閣府に確認した

©️水木プロ
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各 個 質 問 /議会活性化へ向けタブレット端末導入を検討・視察

【
柊
】
「
水
木
し
げ
る
記

念
館
再
整
備
基
本
計

画
」
に
よ
る
と
解
体
に

と
も
な
う
休
館
開
始
時

期
は
令
和
５
年
８
月
か

ら
令
和
６
年
１
月
の
間

で
調
整
す
る
と
あ
る
が

い
つ
決
定
す
る
の
か
。

ま
た
、
休
館
に
と
も
な

い
現
在
働
い
て
い
る
職

員
は
職
場
を
失
う
が
、

今
後
の
処
遇
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。

【
市
長
】
休
館
時
期
に

つ
い
て
は
、
今
後
水
木

プ
ロ
か
ら
提
出
さ
れ
る

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

も
と
に
、
水
木
プ
ロ
と

協
議
し
、
11
月
中
に
決

定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
事
務
員
な
ど
に
つ

い
て
は
、
本
人
の
希
望

を
聞
き
な
が
ら
、
雇
用

の
継
続
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
着
ぐ
る

み
隊
員
は
、
引
き
続
き

市
で
雇
用
し
、
観
光
客

の
お
も
て
な
し
業
務
を

す
る
。

【
柊
】
再
整
備
後
は
、

希
望
す
る
職
員
が
再
び

記
念
館
で
働
く
こ
と
は

可
能
か
。

【
市
長
】
水
木
プ
ロ
に

は
提
案
を
提
出
す
る
際

の
条
件
と
し
て
、
「
再

雇
用
を
希
望
す
る
職
員

を
可
能
な
限
り
採
用
す

る
こ
と
」
を
要
件
に
盛

り
込
ん
で
い
る
。

休館開始時期は
いつ決まるのか？

市長
水木プロダクションと

協議し１１月中に！ 会派　きょうどう会派　きょうどう

柊　　康弘　議員柊　　康弘　議員

現地建て替えが行われる

水木しげる記念館

7 月 14 日　鳥取市議会視察 8 月 22 日　大山町議会視察

©️水木プロ

　境港市議会は、平成 26 年から、議会基本条例具体化の課題の一つとしてタブレット貸与など IT 化

の促進を確認し、協議を開始しました。全国の市議会でも ICT（情報通信技術）の活用が進み（令和

3 年 12 月調査で全国市区導入率 51.9％）、議会の機能強化につながる好事例が多数生まれました。

　そこで、今年 5 月、議会改革推進特別委員会で今任期の議会改革課題として「タブレット端末導入」

を検討することを確認し、令和 5 年度からの導入をめざして調査研究を開始し、議会でタブレット端

末導入を県内で先行導入している鳥取市議会（7 月 14 日）と大山町議会（8 月 22 日）に視察をしま

した。（議会改革推進特別委員会　吉井委員長、安田副委員長、田口委員、平松委員）

議会活性化へ向けタブレット端末導入を検討・視察　

議会改革推進特別委員会
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鳥取県営境港水産物地方卸売市場２号上屋視察報告

外観 2 号上屋

セリ場での説明

国内最大（140m）回廊型通路 カニテラス（展望台デッキ）からの境水道大橋

　このたび、待望の鳥取県営境港水産物地方卸売市場の２号上屋が完成し、８月に供用開始となりま

した。境港市議会は、９月１６日に２号上屋の視察をしました。

　2 号上屋は魚の水揚げ・競りが行われる施設で、上屋の中央部分は吹き抜けになっていて、2 階の

見学通路からは 1 階で行われる魚の競りを見ることができます。通路は 1 周約１４０メートルで、回

廊型の見学施設としては国内最大級です。境港おさかなパークといわれる無料施設には見学通路だけ

でなく、展示ホールや境水道を望むオープンテラスなどがあります。有料施設として調理実習室、お

魚学習室があり、さかなの魅力を存分に味わえる施設もあります。

　2 号上屋は、魚の衛生管理向上とともに高付加価値化・ブランド化をめざすだけでなく、観光とし

ての魅力を発揮できる施設として期待が寄せられています。

鳥取県営境港水産物地方卸売市場
２号上屋視察報告
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陳情の受付方法の変更について

　境港市議会では、令和４年 9 月定例会において、境港市議会会議規則の一部を改正し、令和 4 年

１０月から、陳情の電子メールおよびファクシミリでの受付を開始しました。

　請願・陳情は、市民と市議会を直接つなぐ大切な手段であり、皆さんの意見・要望を市政に反映さ

せる重要な制度です。どなたでも市議会に提出することができ、境港市議会議員１名以上の紹介があ

るものが請願、ないものが陳情です。（※陳情は、原則として鳥取・島根両県から提出されたものを本

会議及び委員会で審議することとしております。）

陳情書の電子メール又はファクシミリでの受付の開始に

ともない、提出の際、下記の事項が変更となりました。

　① 陳情者の氏名の記載が記名、署名又は記名押印のいずれかを選択

　　できるようになりました。

　② 本人確認のための書面又は電磁的記録の提出が必要となりました。

　③ 市役所開庁日の午前８時 30 分から午後 5 時 15 分までなら、い

　　つでも提出できますが、各定例会のおおむね１週間前に開催され

　　る議会運営委員会の前日正午（土日・祝日を除く）までに提出さ

　　れたものを、その定例会で審査することになりました。

　※提出方法などの詳細は市議会ホームページをご覧ください。

陳情の受付方法の変更について

（陳情書式例）

　　　　　　　　　　　年　月　日

境港市議会議長　様

　　○○○○○に関する陳情書

　　　　　　　　陳情者

　　　　　　　　住所

　　　　　　　　氏名

陳情の要旨

陳情の理由

請
願
書
・
陳
情
書
を
議
長
へ
提
出

本
会
議
で
所
管
委
員
会
へ
付
託

委
員
会
の
審
査
結
果
を
報
告

請願・陳情審査の流れ（※陳情については、原則として鳥取・島根両県から提出されたものに限ります。）

採　択

不採択

請
願
（
陳
情
）
者
へ
結
果
の
通
知

関
係
機
関
へ
送
付
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【
発
行
責
任
者
】

　議

　長

　
　荒
井

　秀
行

【
広
報
部
会
】

　部
会
長

　
　吉
井

　
　巧

　副
部
会
長

　足
田

　法
行

　
　
　
　
　
　松
本

　晶
彦

　
　
　
　
　
　森
岡

　俊
夫

　
　
　
　
　
　安
田

　共
子

あ
と
が
き

濛々(もうもう) 2022年　撮影：阪本　茂美　様

　
９
月
も
終
わ
り
に
な
り
夏
の
暑
さ
か
ら
秋
の

涼
し
さ
へ
と
変
わ
り
、
学
校
が
終
わ
る
と
み
な
と

テ
ラ
ス
は
高
校
生
が
勉
強
に
訪
れ
、
隣
接
す
る

中
央
公
園
に
は
小
学
生
が
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
再

整
備
事
業
実
施
に
向
け
た
事
業
者
選
定
に
つ
い

て
、
市
か
ら
示
さ
れ
た
実
施
要
項
と
要
求
水
準

書
を
も
と
に
、
水
木
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
含
む
共

同
事
業
者
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
案
を
受
け
る
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
水
木
し
げ
る
記
念
館
再

整
備
事
業
に
関
し
て
は
今
後
、
提
案
内
容
や
進

捗
状
況
を
経
済
厚
生
委
員
会
で
議
論
し
、
市
民

に
説
明
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
会
議
だ
け
で
な
く
、
各
委
員
会
も
傍
聴
で

き
る
の
で
、
是
非
議
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。議

員
一
人
一
人
の
熱
意
、思
い
が
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
本
）

『市民と議会の懇談会』を開催します
～皆さんのお越しをお待ちしております～

◉とき・ところ

（注）新型コロナウイルスの感染状況により開催を延期あるいは

　　 中止する場合があります。予めご了承ください。

と　　き

11 月 14 日（月）

11 月 15 日（火）

11 月 16 日（水）

11 月 17 日（木）

外江ふれあい会館

中浜公民館集会所

渡公民館
開会　午後 7 時 30 分

閉会　午後 9 時（予定）
境公民館

余子公民館

上道公民館

誠道公民館

と  こ  ろ 時　　間


